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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  

近 年 、「 探 究 学習 」「 STEAM 教 育 」「ア ー ト 教 育」「 越 境学 習 」など が 教 育 や 人材 育 成 の 現場 で 注 目 され

て いる 。こ れ ら の 動向 は 、既 存の 知 識 や 技 術を 習 得 する 学 び の あり 方 の み なら ず 、人 間 各 々が も つ「 感

性」や、様 々 な 人・モ ノ な どが 交 差 す る「 多 様 性」か ら の学 び の あ り 方 への 期 待 感 の表 れ で あ ると 考

え る 。そ し て 、そ のよ う な 場で は 、相 互 作用 に よ っ て新 し い 価 値が 生 み 出 され る「 創 発 」が期 待 さ れ 、

あ るい は 自 然 発生 的 に 生 じて い る 。本 研 究で は 、感 性 や多 様 性 を 尊重 す る こと に よ っ て既 存 の 範 疇に

留 まら な い 新 たな 創 発 が 生じ る と 仮 定し 、《 日 常 的》に 創 発 が生 じ て い る 場（ 子 ど も の居 場 所 、オ ルタ

ナ ティ ブ 教 育 の現 場 等 ）へ の 関 与的 な 調 査 を 通 し、創 発に お け る 学 び（ 自 己 変容 ）の教 育 的・社 会 的

意 義を 明 ら か にす る こ と を目 的 と し た。ま た 、創 発 が 生じ る 場 を《 意 図的 》につ く る 際 に 、感 性 と 多

様 性を 最 大 限 拓く た め の 手法 と し て 有効 だ と 思 われ る 、アー ト 教 育 や 人 類学 的 要 素 を取 り 入 れ たプ ロ

グ ラム 開 発 ・ 検証 を 行 な うこ と で 、 教育 や 人 材 育成 の 現 場 に有 用 な 知 見を 見 出 す こと を 目 的 とし た 。 

こ こで は 第 2 の 目 的 で あ った 、 創 発 が生 じ る 場 を《 意 図 的 》に つ く り 出し た プ ロ ジェ ク ト の 2 つ の

報 告を す る 。  

 

◆た ま り ば ・ 子 ど も 未 来 舎 「 り ぜ む 」 と の 共 創 ｜ 「 潟 上  手 ず か ら 展 」  

 「 りぜ む 」は 新 潟 の佐 渡 島に あ る 、空 き 家を 利 用し て 地 域 の子 ど も か らお 年 寄 り まで 集 ま る こと が

で きる 場 を つ くっ て い る 団体 で あ る。昨 年 か ら 筆者 も「 りぜ む 」で 年 に １度 開 催 さ れる 、お 祭 りに 関

わ らせ て い た だい て お り、今 年 は りぜ む の 一 角 に ある 和 室 で 地域 の 方 が 日常 的 に 創 作し て い る 作品 を

展 示す る 展 覧 会を 企 画 し た 。展 示 の 際 は 、出品 者 や学 生 の 感 性が 最 大 限 発揮 さ れ る よう 設 計 し た 。具

体 的に は 、① 作 品 の配 置 を 出品 者 自 身 に考 え て も らう こ と 、② 学 生が 作 品 にま つ わ る こと を 出 品 者に

イ ンタ ビ ュ ー し 、その 要 約 を作 品 タ イ トル と と も に記 載 し た キャ プ シ ョ ンを 制 作 す るな ど で あ る 。①

に 関し て は り ぜむ や 家 に ある も の を 動員 し て よ りよ く 作 品 を見 せ て い く創 発 が 生 じ、② に 関 し ては キ

ャ プシ ョ ン を 通し て 、出 品 者の 知 ら れ ざる 姿 や 想 いに 鑑 賞 者 が触 れ る 機 会が 生 み 出 され た 。そ こ では

地 域の 人 の 多 様な 実 践 が つな が り あ って い く 様 子 、学生 自 身 に も多 く の 学び が 見 受 けら れ た 。本 プロ

ジ ェク ト の 詳 細は 報 告 書 にま と め て いる が 、各 個人 が も つ「 感 性」や、様 々 な人・モ ノ な ど が交 差 す

る「 多様 性 」を 尊 重す る 場 をつ く り 出 すこ と で 、「 学 び 」そ の も の も多 様 に 生じ て い た だけ で な く 、そ

の 地域 で 新 た な関 係 性 が 紡ぎ 出 さ れ るこ と も 見 出さ れ た 。  

 

◆ 隠 岐 島 前 教 育 魅 力 化 プ ロ ジ ェ ク ト と の 共 創 ｜ 「 中 学 生 ア ー バ ン 探 究 」  

 「ア ー バ ン 探究 」 は 島 根県 隠 岐 島 の中 学 生 が 東京 に １ 週 間暮 ら し な がら 東 京 を 探究 す る プ ログ ラ

ム であ る 。 筆 者は フ ィ ー ルド ワ ー ク 後の 振 り 返 りの 時 間 を 担当 し た 。 振り 返 り と いう と 言 語 化す る

こ とが 一 般 的 では あ る が 、そ の 前 段 とし て 東 京 で感 じ た こ とを 色 や 形 など で 表 現 して い く ア ート の

手 法を 活 用 し た 。「 東 京 の 断片 コ レ ク ショ ン 」 と 題し て 、 自 分に し か 感 じら れ て い ない で あ ろ う東 京

を 、 A3 の紙 に 写 真 や ク レ ヨン 、 ビ ー ズ等 の 素 材 を使 っ て 表 現し て も ら った 。  

最 終日 に は 一 般・ 保 護 者 向け に 渋 谷 で報 告 会 が あり 、「 東 京×〇 〇 」 と いう テ ー マ で各 自 報 告 を行

っ たが 、 前 日 のア ー ト ワ ーク で の 振 り返 り が あ るこ と に よ って 、 よ り 発散 的 に 振 り返 り が で きた と

い う声 が 引 率 者か ら あ が って い た 。 また 、 言 語 情報 だ け で はな く 、 ア ート と し て 表出 し た 作 品が あ

る こと に よ っ て報 告 を 聞 いて い る 人 にも 、 よ り 個々 人 が 学 び取 っ た /感 じ取 っ た こ とを 共 有 で きる 様

子 が見 受 け ら れた 。 フ ィ ール ド ワ ー クで は 、 余 白を 持 た せ た設 計 に よ り各 個 人 の 行動 が 多 様 に生 じ

て いた が 、 振 り返 り で は 各自 の 感 性 を尊 重 し た 振り 返 り に より 、 言 語 化す る だ け では 掬 い 上 げら れ

な い学 び が 表 出す る こ と が明 ら か に なっ た 。  

 

【研究成果発表方法】 
「 りぜ む 」 と の共 創 に 関 して は 報 告 書に ま と め てい る 。  

小 西公 大 ・ 齋 藤真 智 子 (2026) kururu ある く 、 つ なが る 、 つ くる  〜 潟 上  手ず か ら 展 の記 録 〜  

 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


